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日本のユース@ホステノレ運動の変遷

中 村 樗

The changes of the Youth Hostel movement in Japan. 

Ohchi NAKAMURA 

The Youth Hostel movement in Japan began in the 26th year of Showa (1951) and has 

r巴markablydeveloped in recent year. 

The total of the membership in Japan Youth Hostel Association is ov巴r500 thousand in 

1969 and it is the largest in the world. 

But the development was so rapid that ther巴 aremany problems in it. The contents of 

it has changed from the origin. 

So 1 reviewed the Japanes巴 historyof Y outh Hostel movement and thougt about hosteling 

as outdoor recreation， the spirit of Youth Hostel movement and the classification of Youth 

Hostels. 

1. 緒 自

戦後，人口の都市集中化は著しいものとなった.若年

者の都市人口をみると， 15~19才のものでは，昭和35年

は，大正9年の約4倍にも達している。また都市の中でも

6大都市の吸引力が強いことがわかっている.

昭和40年度国勢調査によれば，東海道メガロポリス

(南関東から近畿までの都府県〕の人口は4.431万人， 本

州の人口の80.5%に達し，前回の国勢調査に比べれば

554万人の増加である.このことは日本人100人のうち45

人が東海道沿いに集まり，帯状の巨大都市国が形成され

ているととを意味する.

また，東京，大阪なと、の都心の常住人口が減少し，次

第に空洞化し，都市の周辺部はドーナツ型に人口が増加

している.この近代的大都市における「郊外化現象」は

スポーツ施設の整備計画の基礎条件となるものである.

そのほか，農村地域にみられる「過疎化現象」が既に国

土総会開発審議会において指摘され，これらの人口移動

の現象は，将来のスポーツ振興政策樹立に当って重要な

問題を提起しているのである.

人聞が自然から隔離されて，都市的な生活をするよう

になるにつれて，人間の自然へ復帰したいという欲求

は， ますます強くなってきた.特lζ，教育の過程にあ

り，身体活動の欲求の強い青少年が自然に帰りたいとい

う，いわゆる野外活動に志向するのは当然なことといえ

よう.わが国の場合は，都市における各種スポーツ施設

が貧弱であるため，運動の欲求をみたすのに野外へ出か

ける ζ とが多い.

また，都市にみられる頚廃的な環境，騒音，煤煙，悪

臭，交通地獄などから逃がれさせ，身心とも健全さを取

り戻させるためにも野外活動は大いに期待される.

日本でも野外活動が奨励され， ミ緑の乙だまミ 、駅舎

運動、などの運動が起こされたがと、れも1~2年で終って

いる.ところがユース・ホステル (以下YHと略す)運

動は民間運動として20年以上も継続し.1967年には会員

数45万人で， ドイツを抜いて数の上では世界ーとなるま

で発展している. (1969年は50万人以上)

YH運動は1909年ドイツのリヒアルト・シノレマン

Richard Schirmannがワンダーフォーゲノレ運動にな

らって， それを更に一般青少年向きに，簡素で，安価

で，しっかりした監督者のいる宿泊設備を思い付き，創

始したものであるが，そこには青少年の身体的虚弱化を

阻止したいという願いがあった.そして次々に世界に広

まって行った.

しかしながら生活水準の向上や機械文明，特に交通，

通信の発達や考え方の移り変りなどのため，シルマンが

この運動に刻みつけた徒歩旅行，簡素な生活，共同生活

における規律ーなどの本質が次第に見失なわれがちになっ

てきている.

シJレマンを助けて YH運動を今日の世界的運動lこまで

仕上げたウイルヘルム・ミュンカ-Wilhelm Munker 

は1964年， JYH (日本YH協会) 理事長横山i祐吉宛の書

簡でそのことを嘆いているが，日本でも同じことがいえ

よう.



40 中村

日本では世界にその例を見ないような，余りに急激な

発展をしたためミひずみ、が生じ，この運動が真に理解

されておらず，より多くの問題をはらんでいるとも思わ

れる圃

先l乙YH運動の木質を知るために，世界の YH運動の
(2 ) 

変還を振返ってみたが，今度は日本の YH運動の変遷を

振返ってみたい.

2 日本のYH運動の歴史

程々の資料より年表を作成してみると，表1のようで

ある.

3. 野外活動としてのYH活動

a.野外活動とは

とれまで野外活動と簡単にいってきたが，野外活動

とは一体何であるか考えてみよう.そもそも，スポー

ツは本来野外で行なわれるものであるから，スポーツ

の同義語とも解されるが，現在では必ずしもそうで

はない.そこで，とりあえずこれをスポーツ振興法に

よってながめてみよう.

スポーツ振興法第10条は「国及び地方公共団体は，

身心の健全な発達のために行なわれる徒歩旅行，キャ

ンプ活動その他の野外活動を奨励するため，コースの

設立，キャンプ場の開設その他必要な措置を講ずるよ

う努めなければならない」とその普及振興をはかるよ

う規定している.

しかし，野外活動という言葉とその内容は必ずしも

明確にされているわけではない.

野外活動という言葉は，昭和30年5刃28日付文部事

務次官通達「青少年の野外活動の奨励について」によ

ってはじめて公文に使用され，昭和33年文部省体育局

設置に係る文部省組織令の 1部改正によって，第29条

の4(運動競技課の分掌)で「青少年の野外活動l乙関

し，援助と助言を与える」と記されて正式に公用イじさ

れた.

野外活動の内容からみれば，スポーツ振興法第10条

にあげられているもののほか登山，遊泳，スキー，ス

ケー卜などがあげられる.

YHを利用して旅行することをホステリングと呼ぶ

が，これはもちろん途歩旅行，自転車旅行その他野外

活動が主体となるべきものである.

アメリカでは，この野外活動は野外レクリエーショ

ン (outdoorrecreationJ と呼ばれ， その内容に魚

釣，屋外水泳，観光，気晴らしのドライブ，キャン

プ，乗馬，ボート， カヌー，狩猟， ピクニツク，ス

キー，スケートその他の冬季スポーツ，ハイキングお

よび自然，野鳥をたずねる散歩などがあげられてい

樗

る.

したがって， I野外活動とは，自然の山野を背景に

して行なわれるスポーツであって，競技形式をあまり

伴わないものの総称Jと定義づけられよう.

b. 日木のYH運動とワンダーフォーゲ、ノレ運動

前述のようにドイツにおいては，シJレマンがワンダ

ーフォーゲ、Jレ運動を基として YH運動を始めたが，日

本でも YH運動の創始に当つてはワンダーフォーゲJレ

運動が大いに関係している.

すなわち1950年7月にアメリカYH協会から60名の会

員が日本に来た時，全日本ワンダーフォーゲ、ノレ連盟は

乙れらのホステラーと親しく交わり，行を共にしてわ

が国における YH運動の基礎を作ったのである.短い

日本滞在であったが，このアメリカのホステラー達と

生活を共にし， YHというものを知り， その運動を理

解したワンダーフォーゲ、ルの学生達は早速YH運動を

始めようと，当時オランダのアムステノレダムにあった

国際YH遠盟 (IYHF)と連絡を取り，指導を受けた

が大した発展を示さなかった.

1951年11月日本にYH運動が正式に発足した時，学

生の間で熱心であったワンダーフオ{ケソレの人達も喜

んで参加した.これにはワンダ{フォーゲノレのリー夕、、

一格であった吉田晴彦，藤井務，福井正吉，兼松保

-，鈴木照雄，前川宗幸らの協力があった.この人達

が初期の YH運動の主動的役割lを演じた功績は大きか

った.

11月7日第1回ホステリングが行なわれ YHの正式

発足を祝福した時，約100名が自転車で参加したが，

そのうち協会の役員や地元の中学生にまじって，中

大，明大，立大，青学大などのワンダーフォーゲルの

部員らが60名もいたことは特筆される.

前述のワンダーフォーゲJレのリーダー達はそっくり

現在YH運動の指導者になっている.

しかしながら日本のワンダーフォーゲ、ノレ運動はドイ

ツのそれとは非常に趣を異にしている.

20世紀初めドイツに起ったワンダーフォーゲ、ノレ運動

は，昭和の初頭 (6年)出口林次郎の手によって我が

国に紹介されたものである.その後彼の指導lとより，

民間に「奨健会ワンダーフォーゲ、jレ」という全国組織

が生まれ， I自然に還れJI民訴を取り戻せ」等のス

ローガンを掲げて軽装にリュックを背lこして野山を歩

きまわり，これが我が国における初のワンダーフォー

ゲノレ運動として当時多くの人々の問に支持を得た.

伝えられた時期は昭和初期の，満州事変に突入した

頃であり，最初から勺長け歩け、の健民運動として紹

介され，青年達はワンダーフォーゲルという既成の運
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動の名前とその方法を指導者から教えられて知った.

したがって日本ではワンダーフォーゲル運動は青年運

動というより，青少年育成運動として入ったといって

よい.それ故日本のワンダーフォーゲJレにはドイツ青

年達が持っていた激しいレジスタンスの精神は見られ

ない. ドイツのワンダーフォーゲ、Jレが古い伝統と形式

の中で抑圧されて来た青年達が，拘束されている社

会，学校，家庭からとび出し，自由の天地lζ憧れて始

めた放浪遍歴であり，社会，政治，教育，家庭等すべ

ての古い制度l乙対する反抗の集団であったのに対し，

日本の場合には，ワンダーフォーゲ、Jレは初めから社会

的容認のもとに，かえって青年達は自然遍歴の旅に出

るととを勧められる立場にあった.つまりワンダーフ

ォーゲソレという名前は，日本では，やはりそれ以前イ

ギリスから伝えられたハイキングと同じように山野を

歩き回ることの総括的な呼び方としτ輸入されたわけ

である.

日本のワンダーフォーゲJレ運動も学生によってイニ

シアチブを取られて来た.すなわち昭和10年に立教

大，慶応大の両校にワンダーフォーゲル部が創設さ

れ，昭和13年10月全日本学生ワンダーフォーゲJレ連盟

の発足をみた.その後第二次世界大戦のために，この

連盟は解散した形になったが，戦後昭和23年再発足し

て今日に至るまで活動している.

YH運動の発足に大いに働いたワンダーフォーゲJレ

活動は，現在ではYH活動とはかなり違った様相を呈

していると思われる.YHを利用することは余りなく，

主としてテントを利用して山野を泊り歩いているが，

中には山岳部に近い活動をしているワンダ{フォーゲ

ル部もあり，そういう部は山岳部に対しライヴアJレ意

識を持っているのか，かなり厳しい訓練をし，そのた

め新入生に対するジゴキ事件などをしばしば起として

いるのは悲しいととである.

C.徒歩旅行の動き

YHの父シJレマンがその演説でいつも言ったことは

YH運動は一般の観光ではいけない. もっと学習的旅

行で，特に野外活動が主体となっているものであると

いう ζ とである.

現在の日本の YH活動はζの本質をはづれてはいな

いだろうか. 多くの者はYHを単に安い観光旅行をす

るための基地としているように恩われる.

筆者は1966年7月から 8月にかけて， YH宿泊者につ

いて「今回のホステリングへの期;待」を問うたとこ

ろ，(島外活動よりも観光地をまわって見聞する乙とを

期待してホステリングしている者が多て，その割合は

後者が前者の約5倍であった. ([""観光地をまわって

見聞するとと」は26.8%)

一方早大観光学会が， 1963年に行なった調選おうち

「今回の旅行の目的は」でも観光が最も多く(約7割)

次いで，ハイキング，登山，水泳などの野外活動が合

わせて19.3%となっている。この乙とからも， YH活

動本来の野外活動が見失われがちで，観光ルートのベ

ースになりがちであることがうかがわれる.

また， 1966年の筆者の旅行形態の調査では，約7割

が汽主主，電車，パスなと、の一般交通機関に依存してお

り，徒歩は非常に少なかった.

マイ・カー時代と共K，自動車でホステリングする

者も現われているが，自動車旅行は YH活動本来の主

旨から外れていると思う.外国ではシーズンは自動車

旅行者を泊めないホステルもあると聞いている.

それにもまして今ホステラーに評判が良くないのは

夏の北海道などのパス・ホステリングである.

「ホステルからホステルまでパスで移動するだけ

で，余りにもイージーだ」という芦も聞かれる.もし

そうだとすれば，本来の YH活動とはかけ離れている

とも思われる.

とにかく YH運動本来の姿である徒歩旅行者とは何

のかかわりもない者の数が， YHの宿泊数の中に多く

含まれているのである.

しかし一方乙れに対して積極的に徒歩旅行をしよう

という動きが.一部ではあるが見られるのは喜ばしい

ことである.

大阪YH協会の「歩行テスト」や東京都YH協会の

「歩こう大会」などはよく知られている.愛知でも名

古屋地区運営委員会主催の「歩け歩け」歩行テスト

(初級約15Km，中級約20Km)が春秋2回行なわれている.

乙の他個々に徒歩旅行を行なっている各地のクツレ{

プもある。例えば金沢大学YHクラブは1965年夏，札

幌から鹿児島までの約2，800Kmを， リレー形式で徒歩

縦断している 1入平均10蜘の行程を2日間で歩き続

け，計57日間であった.との普通のホステリングでは

決して得られない貴重な体験についてクラブ員の一人

は乙う述べている.

["" (前略〕私達は，最初，乙の計画の目的を次のよ

うに考えました.すなわち，現代人がとかく忘れ勝ち

な歩く乙との霊安さ，楽しさを広く一般の人にも再認

識してもらうとと.YH運動の理解と普及，体力，精神

力の養成等です.実際!C歩いてみて，最も成果が得ら

れたと思うものは，精神力養成の場となった乙とで

す.真夏の直射日光が容赦なく照りつける炎天下の国

道をつっ走る車を横自に，たった一人で 1日平均50Km

歩き通すζ とは，非常に苦しいものでした.歩くこと

がλ聞の基本的な運動であるにもかかわらず，非常な
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苦痛を伴うことを身を持って知りました.しかし私達

は，その苦痛を乗り越えて，歩きました.ついに歩き

通した時の充実感は，私達に大きな自信を与えてくれ

ました.ζ の自信は，将来何かに役立つだろうと思い

ます. (以下略)J 

4. YH運動の精神

a，ホスピタリティー

YHの語源と精神について初代日本YH協会会長下

中弥三郎は「ホステJレとはホスピタリティー(厚遇精

神)のことである.カン卜の平和論の中にある どこ

の国の人でも旅行して，どこの国へはいっても，その

国の人達から厚く遇せられる権利をもつものである

という厚遇，すなわちホスピタリティーがホステルの

精神である.したがってユースは青少年を指し，ホス

テJレは宿泊所の意味だが，その精神はホスピタリティ

ーである」といっている.

日本のYH運動の創始者である横山祐吉日本YH協会

理事長は，昭和26年 (1951年)日本青年館の専務理事

をしていたが， 2月日本の青年代表を連れてアメリカ

視察に行った時， 1枚の名東1]のため米国のYH協会から

非常に厚遇された，というエピソードを持っている.

一時は思わざる歓迎ぶりにキョトンとしたが，その意

味がわかって改めて手を強く握りかえした.つまり，

横山の名刺に記入されている日本青年館を英語にする

と，ジャノfン・ユース・ホステノレになる.アメリカと

しては日本から YHの仲間がやってきたというので，

みんな温く迎えたわけである.横山は日本へ帰ったら

必ずYH運動を起こして， アメリカの友を温く迎える

日をつくるであろうと，当時のアメリカ YH協会会長

ロックフエラー 3世に誓ったという.

厚遇精神を親切心と解釈し，日本の YH運動を親切

運動たらしめようと提言したのが故中山正男会長であ

る.

またホステJレは泊る会員に生活作法を守らせてい

る.そのしつけによって他人に迷惑をかけない人間と

なると同時に，他人に奉仕することを喜びとする人間

をつくるのである. YHがセJレフサービスlこ徹底して

いるのはこのためである.会員達がく自分のことは自

分でする〉でホステノレ内の家事に協力奉仕する慣習を

身につけたり， く帰る時は来た時よりももっと椅麗に

〉をモットーとして集団生活を共にすれば，やがて一

人前の社会人となった時，世の中の多くの人たちから

信頼をうけるようになるであろう.

かつてアメリカ大統領であったフランクリン・ノレー

ズベルト FranklinRooseveltは「私はYHのよラな

生活において，人tltの最も大きな収穫を得たことを誇

樗

りにしている」といっている.

YHのハンドブックには次のような利用規則がかか

げられている.

(予約と解約)…ー予約の方法，変更の通知，違約

の場合など

(到着と出発)ー・・到着時間，出発日寺間，宿泊日数

など

(生活) ・ホステノレ内での規則，マナー

1.禁酒， 2.喫煙場所， 3.食事， 4.清掃整頓，

5.スリーピング・シーツの使用， 6.親臨， 7.門限，

消灯， 8.火災予防， 9.経費の支払い 10，周到の

美化，自然の愛護

乙れらの規則は果して十分守られているだろうか。

最近の急激な会員の増加とともに当然質の低下という

ことが取りざたされている.

明大YHサークJレが， 40年 5月ペアレント (YH管理

者)にアンケートしたところによると(総アンケート

数51，民営34，公営 16，専用1) iペアレントからホ

ステラーに望む乙とJという項では

ホステラーとしてのマナーを身につけてほしい・

13.7% 

ホステjレの規則(規律)を守ってほしい 15.7% 

自主的に行動してほしい(自主性) ・・'5.9%

他人に迷惑をかけないように(自覚性)・・・・・田5.9%

計画牲のある旅行をしてほしい "'8.0% 

ホステルの規則を知ってほしい・い目・11.5%

ホステJレ精神の実践… '4.0%

キャンセノレが多いので考えてほしい…・・・8.0%

協力的であってほしいー・ "5.9%

無断キャンセJレをしないように "'11.5% 

必ず予約してほしL，..・ '3.9%

親近感を生むことが必要一 '2.0%

ホステラーの質の低下が目立つ… 4.0%

となっており，やはりマナーの確立，規則の遵守を

望む芦が多い.これは旅行の手段として YHの会員に

なるだけのホステラーが非常に多いことを示してい

る.会員となったからにはホステルの規則を知り，そ

して守る事は当然であり，上記のようなζ とがペアレ

ント側からの要望として山ていることはホステラーに

とって恥ずかしいことである. YHは安宿であるとい

うような考えがホステラーの中に根ざしている限り，

とのような要望はなくならないであろう.これらの要

望が一つも出なくなるよう，ホステラーは積極的に行

動しなくてはならない.

b.予約制度と無断解約の問題

キベ〆-<.，

その中でも最も問題になるのは無断解約である.
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YH新聞にも再三乙れについて書かれて米た.またペ

アレントと YHについて協議すると決って出るのが無

断解約のことである.

YHハンドブック1970には次のように書かれている.

I Cベアレン卜泣かせ〕強力無双と伝えられた弁慶

も，泣きどころがあった，と言われているが YHを

管理するベアレント泣かせは， Iホステラーの宿泊無

断解約Jである.宿泊予約をうけ，折角準備して空け

ておいた部屋も，食事も無駄になってしまう.自宅開

放や社寺ホステノレをはじめ，会員だけを泊めているホ

ステルでは，残った食事をどうしょうかと全く困りは

てる.殊に I満員です」と乙とわったホステラー達

に，なんとおわびしてよいか，済まない気持になる

と，全ペアレントはなげく.そのなげきの深さを知ら

ないホステラーが，無断解約をするのではあるまい

か.予定が変更になったら，必ず予約したホステjレに

早く葉書か，電話か電報で連絡をしましょう.予約氏

名，住所，月臼，人数を忘れないで，変更内容を知ら

せましょう.8人予約しておいて，その日になって3人

しか行かなかった，という乙となどがとしてないように

しよう」

結局この無断解約のために赤字続きで経営が成り立

たなくなり，契約解除したホステルもあると聞く.ペ

アレントが怒るのも当然である.

その原因を考えてみると

①，親からの旅費をあてにして.親l乙相談なしに予

約しながら，間際になってあてがはずれ，そのま

まほったらかしてしまう.

②，同じ場所の二つのホステルに，時には三つも四

つものホステノレに予約し，一つだけ残して他は無

断解約する.

③，無理な行程で予定通り行かず，日が一日狂って

しまう.あるいは或場所が大そう気に入って，余

分に過ごすζ とから日程が違ってくる.

④，事故や病気，交通機関の故障

などが挙げられよう.

そして無断解約はここにもう一つの弊害を生む.す

なわちそのホステラーのキャンセノレによって，まだホ

ステラーを泊めるだけの余裕ができるのだから，予約

なしでやって来た人も泊めてしまうことになる.そし

て予約しなくてもなんとかなるものだというホステリ

ング観は口から口へと伝わって行く.

予約をするということは，泊る?山れないにかかわら

ず，現在のホステル利用規則にかかげられているホス

テラーの約束事なのだから守らなければならないはず

である.
(ll) 

これへの対策として，次の規則がある.

「予約日の正午までに，予約変更の連絡がホステJレ

に届かない場合は，違約料金を請求されることがあ

る圃(違約料金は，最高，夕食料金の範囲内とするけ

「団体 (10名以上)で予約する時には予約料 (1人

当り100円)を請求される場合があるj

しかし違約が後を断たないところを見ると余り効力

があるとは思えない.

一方無断解約を見込んで予約人員の大巾超過受付し

ているホステノレも多いという.そしてギューギューに

詰められ，不愉快な思いをしたホステラーの話も商い

ている.

これらのことはホステラ一同志，ホステラー・ペア

レント聞の相互不信を生んでしまう.

ii¥l断解約は予約制度があるから起こるのだから現行

の予約制度をじっくり検討してみる必要がある.

予約時期は90日から 7目前ごろまでとなっている

が，果して90日も前に確信をもって予約できるであろ

うか.筆者は 1月前だって急にどんな用事ができるか

わからないので予約しにくい.また勤労者には「数週

間前から予約することは働く者にとっては少し困難で

あるJという芦もある.学生でも，運動部に属してい

る者は，休日が空いていても急に試合が組まれるかも

しれないし，夏休みや春休みだって，合宿の日程がは

っきりするまでは旅行の日程も定められず，一月前の

予約だって思うにまかせない.これは文化部の学生に

とっても言えるかもしれない.

いつもホステル宿泊数がピークになるのは3月， 7.8 

月であるから早い者は乙の90目前の 12Jj， 4.5月に予

約する.夏の北海道などは半年も前から予約する者が

多いという.こういう者を受付けると規則違反である

はずだが，実際に半年も前から受けつけるホステルが

あるのが実情のようである.

不確実な予約を90日前にする者が多く， 1月前に申

し込んだらもう/切っており，その後で90目前に申し

込んだ者が解約を申し出た場合， 1月前l己申し込んだ

者は断られたが， 10日位前，あるいは当日申し込んで

もOKという不合理なこともある.こういうケースが

多いとすれば問題である.ベアレントの中には「不確

実な予約はやめて，確実な予約履行することでなけれ

ば，無予約で結構と思っています」という人もいるの

である.

以上のことから考えると， 90日はいかにも早すぎて

不確実だから， 30日前からにしてはどうであろうか.

1962年あたりの規定でほ予約は「原則として10日前

に」とあったが，その後改められた.当時のハンドブ

ックは YHJjIJに予約申込，取消の日数を記載していた

が，申込は 7.10.15日前が多く，北海道でも最高30日
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前で，それも 5ホステルほどしかなかった.一方取消

は3日前が多く， 5日前， 7日前がこれに次いでいる.

予約申込はこの方がよかったと思う.

日本のホステノレではシーズンオフはガラガラだが，

ピーク時はホステラーが殺到するところが多い.

ヨーロッパのホステjレは予約ももちろん受けるが，

予約なしでも泊れないということはほとんどないとい

う.スク{ターでヨーロッパ・ホステリングした岩111奇

和雄は「ホステリングJ OYH，第4号， 1960)で，

「原則として予約は必要である.しかし僕 L岩崎)ら

のスクーター旅行では全然予約なしで歩いた.確かに

規定の原則からは外れている.しかしホステルに泊っ

てみると，大部分のホステラー達は僕らと同じに予約

なしの飛込であった.そしてその結果いえることは

一一夕方5時までにホステルlζ到着すれば絶対間違い

なくベットにありつけた. 6時過ぎると一寸心配にな

る. 8時過では余程の田舎のホステノレでない限り，満

員札止めを覚悟してなおかっ念を押して見るという位

の積りでいって丁度よい.無論乙れらは夏のシーズン

中の話である……Jといっている.

予約制度を廃止して，到着j慣に泊めたらどうかとい

う意見もあるが，乙れもどうかと思う.乙れだと 3時

からの受付時間前にホステラーが押し寄せて繁雑極ま

りなくなるだろう.そしてあぶれた者は行き当りばっ

たりで別の宿泊所を探さなければならなくなる する

と予定していた行程や費用は完全に狂ってしまう.一

方ホステノレ側にも食事の準備などの点で不都合であろ

っ.
要はホステラーが良心に従って行動することであ

る.事故などでやむを得ざる無断解約もあるが，その

場合でも快く違約料金を送るべきである.もし無断解

約して知らぬ顔を決め込んだ者は，ホステJレ側に会員

番号や氏名がわかっているのだから，会員から除名し

でも当然である.これまである登録県から除名されで

も，平然と他の県で登録するという例もみられたが，

地方支部協会と JYHは緊密な連絡を取って，そうい

うことができないようにすべきである固無断解約防止

にはそれぐらいの断固たる態度で臨まなければ，今後

とも絶滅できないと思う.

一方，ホステラー側からホステノレ側への予約の苦情

もかなりある. (JYH新聞1963，11， 21) 

①理由なしの予約断り

② 予約を受付け，行ったら役所の講習会に貸与し

ていて宿泊をことわった.

③予約の返信なし

④ 予約連絡先の不明(電話〕

⑤ 予約金を徴収したホステノレ

1等

⑥ 満員のj祭，他の宿舎紹介不足

⑦ 予約なしの時の一般料金徴収

③ 2ヶ月前の予約で断わられた.

これらのことからみるとホステラー側のみに非があ

るのではないことがわかる.ホステル，ホステラーは

相互不信l乙陥らないようにお互いに真心を持って事に

当るべきである.

これまでホステラーのマナーの悪さ，その最たるも

のとして無断解約について述べて来たが.その上最近

YHでの盗難事件が)頃々としておとっているとも伝え

られている.その反対に立派なホステラーも穴勢いる

ことも勿論である.

或ペアレントに聞いた話だが，グループでホステJレ

のプールの掃除を無償でしに来てくれたり，中には日

曜ごとにリュックを背負ってやって来て，黙々と奉仕

活動を続けたというホステラーの鑑のようなホステラ

ーもいることをつけ加えておこう.

5. YHの種別とその利用方法を廻る問題

YHは元来 YH協会で建設され，運営されるのが建前

だが，日本の場合は協会直営のものはごく少数で，ほと

んどは旅館等が契約したいわゆる契約ホステノレとか，あ

るいは地方公共団体等で作った公営ホステノレである.

世界の YHでは建物は借りることがあっても，運営は

すべて YH協会の子に任され，協会が全国的な規模でペ

アレン卜の養成，配置を行ない，ホステjレ運営に当って

いると乙ろが多い.

日本における現在のホステノレを大別すると， 41豆類に

分けられる.

① 直営ホステル

JYHが建設し，運営するもの. 1960年から作られ

始め，日本自転車振興会の補助金によって建設され

るもので，現在まで26カ所である.

直営ホステjレは YH本来の姿であり，会員のみが

利用できる健全，健康かつ清潔な，国際水準をゆく

YHである，これは IYHFの設置基準lζ基ずいて建

設され，ベアレントも協会によって任命されるとい

う理想的なホステノレである.

② 専用もしくはこれに準ずるホステル

所有運営ともJYHではないが， YHとしての施設

をもち，ホステラー専用かあるいはそれに準ずる施

設をもっているところ.他人の私宅を開放したも

の.旅館等がホステノレに改造されたもの，イ也の青年

団体所有でホステラ{かその団体員以外は泊めない

もの等がある，
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(表2-JYHノ¥ンドブック 1970より作成〕

表 2 日 木 の YHの種別

戸
U

2

一日ロ

千三
J 

八
位
ム
ム

JYHが建てたYH(専用YH)

YHとして基準にしたがって建てたYH

国庫補助をうけて地方公共団体が建てた
YH (公営YH)

γ
合

A

民間団休または地方公共団体所有のYH
(日本青年館，友愛山荘，青年の家など)

自宅解放のYH

山小屋ふうのYH

日寺院YH

円神社YH

官旅館ふうの四

Y亀民間団体または地方公共団体所有の山小
晶晶屋ふうのYH

③ 兼用ホステル

いわゆる一般契約ホステノレで，旅館等で，一般客

も宿泊させるが，ホステラーも泊めるもの.神社仏

閣も乙の中に入る.一般的にいって，評判のよい所

と悪い所があり，神社仏閣等は概して評判がよい

旅館兼用ホステJレとしては，普通の旅館にホステ

ラーだけを安く泊めるわけであり，他の一般客も泊

っているので，旅館としてのサービスはホステラー

にはもちろん悪くなり，若者の家としてのセルフサ

ービスや，ホステJレとしての雰囲気を作る ζ とに徹

底できないうらみがある.このことは企業としての

旅館と，企業にのらないホスピタリティの YHとが

同居する乙とが無理であり，ホステlレを企業にのせ

ようとするところに宿泊としての不満が残る

この種のホステノレは施設が不十分であったり，繁

華街のヰlにあって，青少年にとっては探境が悪かっ

たり，ペアレン卜が無関心であったりという様々な

問題が残されている.

また旅館兼用ホステjレで，ホステラーの部屋と一

般客の部屋が隣り合わせている場合は色々不都合な

29-2 

四九沖|

|計

北 東関中近中

海

道北東部議国

7 

11 

7 

つ、J
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11102300018  

1 。。 。。。。。

93 61 57 133 95 38 39 43 

ことが起る.例えはホステラーが10時に消灯しでも

隣りの部屋ではどんちゃん騒ぎをやっていたり，施

設が兼用なので， 北海道の或YHでは混浴などとい

う好ましくないこともあった.

反面，仙のホステノレに比べて家族的でくつろぎ易

いという好評の聞かれるホステノレもある.

一方ベアレン卜の話によれば一般契約ホステノレは

冷遇され，施設の拡充を行なおうとしても将来の不

安からなかなか踏み切れないという意見や，資金面

で協会援助，特に低利の融資を希望するホステルが

多数あり，協会も援助の手をさし延べるととが必要

であろう.

④ 公営ホステル

運輸省の補助金により，部道府県等の地方公共団

体が建てて運営している.施設としては位界的に見

ても一流であり〔兼松保ー談〕場所も景勝の地に多

く建てられており，施設環境ともに申し分のないも

のである.

難点は経営が県市等の公共団体であるためベアレ
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ントその他の従業員にお役所的な冷たさが感じられ

る所がある乙とである.乙のζ とはと ζlζ働く職員

が異動によって任命されたものであり，ペアレント

を一生の天職として働く気のない者もいるわけであ

る.ペアレントの仕事は腰掛的にできるものではな

く，自然を愛し，青年を愛し，この仕事が本当に好

きでなければ勤まらないものである.もちろん，乙

のζとは例外もあり，青年達のために情熱を傾けて

いるペアレントもいる.

公営ホステJレのもう一つの問題点は， ζのホステ

Jレは YH協会の会員でなくとも誰でも泊れるという

乙と， JYHと関係なしにζの運営が進められている

ことである.

各国YH協会はIYHFの加盟国として，その国際

規約に従って運動を進めているわけであり， iYH 

を利用するものは必ず世界ど乙かの国の会員である

こと」が原則となっており，とれによって各協会は

会員をふやし，また会員のために YHを建てて利用

させているのであり，公営ホステJレの現状はこの原

則を破るものといわなければならない.

乙の公営ホステJレがJYH会員だけでなしに誰でも

開放されているととは，公営ホステ Jレが始まった

1958年からの事実なので簡単には変えられないと思

うが，それでも運輸省を初め，ホステJレのある地方

公共団体，日本YH協会及びその主管官庁である文

部省等のすみやかな話し合いが望まれるゆえんであ

り，それなしでは運動の純粋性，会員証の尊厳は保

てないし， またIYHFにおける信義に反するものと

いえよう.

故JYH会長中山正男は次のように言っている (13)

i(前略)また観光という点からのみYHの設立と

経営がなされるのは， YHの精神にそわない. 国家

予算を使ったのだから，地方自治体の金を使ったの

だから，誰でも泊れるーでは.yH運動の上にさしっ

かえができる.一人の会員はホステラーとしてのマ

ナーを守り，また一人の宿泊者は会員でなく，マナ

ーも知らずに放怒な生活態度をとるとしたら，どう

であろうか.YH はYHの国際規約のもとに運営さ

れるべきである.官庁のもとに誰でも泊れる公営ホ

ステルは，日本だけで，世界のどとの国にもない乙

とだ.先年日本を視察して帰った IYHFの会長ブラ

ッドレー氏からわが協会本部にあてて書翰が来てい

る.

rYHの名称のもとに会員以外の宿泊を許すこと

はできない.それがたとえ政府の施設であったとし

ても国際共通の会員証を発行している国々には認め

られないことである」

樗

公営ホステルが一日も早く国の国際規約にもとづ

くYHの運動に総参加して，会員以外の宿泊者がい

ないようになってもらいたいものだ」

外国の例を見てみよう.

第21回国際YH会議では規約の原則について， 現

実と照して考え直されているが，副会長グラッスル

(ドイツ〕は， i原則として YH会員に対して使用

を許されるが，会員でないものに対しても多くの協

会において使用を許している.原則は守るべきであ

り，また臨機l乙応じて，仮の使用を会員以外に許す

事も認めておくべきであろう. 特に政府所属のYH

については」と述べている.そして討論においては

次のようなことが挙げられている.

「①YHの使用について

。補助の問題について政府なり団体なりが建てた

ホステルの管理問題，イタリアで YH協会以外の

ymo白ったが感じがよかったのでそういったもの

を作りたいとチュニジアの発言に対し，イタリア側

は，地方の政府が建てたものがあるが管理権を乙ち

らによとさないので協会としては責任を持たないと

いう.フランスにおいては YHの名を使う色々の建

物がある.乙れとは話合いをつけるように協力して

いる.地方政府の建てたもので管理をこちらに渡さ

ぬ場合は責任は負わない.大体一定の協約が成立し

ている.ストラスフ‘、ーJレのは，市が建て，協会!C貸

している形となっている. リュクサンブールは市の

建てたもので， YH会員が優待されぬ限り反対とい

う.ヴ、イエンナ・ハウスのハンドブック掲載の件，

同じ問題である.しかし，オ{ストリア側から，ホ

ステJレそのものは規約にあったものマある旨発言あ

り.

。ホステJレは会員に対し開かれているもので乙の

原則は明瞭であるが，多くの場合がとれに例外をう

けている.公共団体の建てたホステルに関しては.

要旨でのべたような報告がなされたが，規約!C従え

ば，これに反対するだけでなく，ただ，それらが規

約にそったものでなければならない」

討論会の勧告には

「協会がその全面的な管理をもたずに Youth

guest housesを経営する場合， IYHFの規約が守

られていればハンドブックに記載されるが，その時

(a)普通のホステルではない事(b)料金がはっきり記

載されねばならぬ」という条項があげられている.

また第23回 IYHF 会議報告(1963年8/20~23 ，

ダプリン・トリニティ・カレッジ〕では「完全な管

理下にないymc対しては YH協会は責任を負うべ

きか」という議題に対し，ノルウェーは「個人経営
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ホステノレが大変立派だが，管理人が会員証をなおざ 引用文献

りにするので解約」といい，オーストリアは「ウィ

ーンにあるホステノレは市が所有し，管理し，会員で

ない者も泊っている」といい，インドは「会員でな

いものを泊める事を考えて宿泊費は二本建てにする

ことにしている」といい， イスラエJレは「最初の

頃，非会員も泊めたが，今，本年10月からは会員だ

けとした.但し，冬のあいている時期には学校，団

体，移民等に会員証なしで利用を許している」とい

い，モロツコは 13種類あり，①政府の建てた rec

reation centerは誰でも泊れる ②個人の所有で管

理は協会がしている.非会員はどこにでも泊れる

③1日目は泊れる 2日目は倍払う.3日目は追出さ

れる」といっており，様々である.

こうしてみると，この問題で悩んでいるのは日本

だけではなく，多くの国が同じ様な悩みを抱いてい

ることがうかがわれる.

6 結 5吾

日本のYH会員ば数の上では世界ーであるが， 活動の

内容は本来の姿を見失いがちである. YH精神を真にま豆

解せず，マナーが悪かったり，野外活動をなおざりに

し，単なる観光旅行にホステノレを利用している者が多

現在はいたづらに会員を増すより，その質の向上をは

かる時期になっている.すなわち数多くても質の悪い会

員を有するよりも，数少くてもよいから) YHの精一有11と

マナーを真i亡身につけた会員を作りあげることが肝要で

ある.

以上日本のYH運動の変還を振り返り，野外活動)YH 

精神)YHの種別などの面を述べてみた. さらに会員の

年令構成や，その国際性などについても述べたいが，そ

れは次の機会にゆずる.

1) 栗本義彦編著:体力作りへの道体育，スポーツ，

レクリェーションの指導者のために 第一法規出版

P149 

2) 中村樗:位界のYH運動の変遷 愛知工業大学ミ研

究報告、 NO.5(1970) 

3) 中山正男:つぎに来る旅人のために YHの隆史と

その精神太平出版 P23

4) 兼松保ー:野外活動キャンプとYHベース・ボー

Jレ・マガジン社 P156 

5) 横山祐吉:リヒアルトシノレマン先生の追想、日本YH

協会: 1リヒアルト・シルマンJYHの祖父 P104 

6) 中村樗 :YHに関する研究東大大学院修士論文1966

7) 早稲田大学観光学会 :YH(全国調査報告書〕

8) YHしんぶん

9) 中山正男:つぎに来る旅人のために 太平出版 P6

10)中山正男:つぎに来る旅人のために 太平出版 P1

11) JYH: YHノ、ンドブック 1970 

12)兼松保ー:野外活動キャンプと YHベース・ボー

Jレ・マガ、ジン社 P200 

13)中山正男:つぎに来る旅人のために太平出版 P42

14) JYH 1ホステリング」第5号 1960 P12 

その他

1)今村嘉雄:体育史資料一年表 不昧堂

2)若林喜三郎:日本史@世界史対照小年表福音館

3) JYH:高等学校におけるYH活動の手引 JYH

4)体育スポーツ総覧

5) JYH: YHノ、ンドブック

6)兼松保ー:教育としてのYHJYH 

7)全日本学生ワンダーフォーゲ、jレ連盟 ワンダーフォ

ーゲjレ年鑑創刊号昭和35年

8) IYHF: YHの手引き JYH

9)文部省編:指導者のためのYH活動教育図書

事 項

表1 日本のユース。ホステノレ運動史年表

od 
A
佳O

U
 

T
t品

一般，体育関係資料

日本，口五ドン軍京市会事脱 | 
退)2.26事件，日独防共協 l 

定調印，第11回オリンピッ

ク(ベルリン)

新制大学で体育が必須とな

る.

朝鮮動乱はじまる.

日本体育学会が設立される)

警察予備隊設置.

111日36I 7月，アメリカYH協会より30余名のホステラーが来日 1 1鰯

アメリカ YH協会の創立者スミス夫妻がリーダーのホステラ-

33名がt世界一週の途中来日.

7月，アメリカより60名のYH会員が訪日，全日本ワンダーフォ

ーゲ、ノレ連盟が行を共にし，日本におけるYH運動の基礎を作る，

当時オランダのアムステルダムにあった国際 YH連盟と連絡を

とり，指導を受けるが大した発展を示さず.

24 I 1949 

25 I 1950 1950 
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26 1即 I2月，日本青年館専務理事をしていた横山祐吉が渡米， アメリ 11951 

カのYH協会に親切にもてなされ，日本lζYH運動を起ζす乙と

を決意，帰国後，中山正男等とはかつて運動を開始.

9月12日，第1回発起人会を東京銀座自転車会館で開く.文部省，

厚生省の関係事務官も集る.

10月16立創立総会を開く.

11月17，18日山中湖における，サイクリングによる第1回ホステ

リングと同時に日本YH協会発足，その時のホステラー1CO名の

うち大学ワンダーフォーゲJレ部員が60名いたととは特筆される.

乙の頃日本青年館をはじめ13の契約ホステノレのみ.会員証もわ

ずかだが発行 11952

28 1 1953 1 次第に会員が増加.臼本YH協会は「グループ取扱方針」を定 1 lS53 

め，その育成をはかる.

29 1 1954 1 第15回国際YH会議がザーJレランドち開かれ， 日本から横山耐 1 1954 

吉，前川宗幸が出席， 8月16日の総会第1自に日本は国際YH連

盟l乙準加盟を認められる.

30 1 1955 1 1月より各国共通の会員証を発行できるようになる. 1月，北海道11955

支部協会結成，以後続々各県にできる.

日本YH協会，北海道ホステリング主催をはじめる. 会員が専用

ホステノレを建設しようと商事金をはじめる.

31 1 1956 1 スコットランドでの国際 YH会議で日本は正式に加盟するととが11956 

できる.

7月9日，日本YH協会は文部省所管の財団法人として認可される.

11月，日本の世話で，日，米，インドネシア合同ホステリングが

行なわれる.

32 1 1957 1 会員数10，000を突破，ホステル数100突破 11957 

33 1 1958 1 第1回アジアYH会議を4月25日より5月7日にわたり， 日本で闘 1958

く.国際YH連盟より事務総長ロノイート・オJレセンが派遣され，

助言と指導を行なう.参加国はカンボジア，香港，インド，イス

ラエJレ，マラヤ，タイ，日本，他にニュージーランド， イギリ

ス，ドイツから客員としてホステラーが参加.

国家予算に文部省は青年の家として運輸省は YHで，ホステル

建設費計上の要求をし，乙れが通り，初年度1億円のうち，運

輸省は 4，000万円配分され， ζれを補助金として地方公共団体

が公営YHを作る.文部省は6，000万円で，青年の家を建設.

運輸省 iYH整備補助金交付規則J iYHの利用料金JiYH建

築基準」などの告示を出す.

一般，体育関係資料

ユネスコ，日本の加盟承諾.

対日講和条約(サンフラン

シスコ)

第1田アジア競技大会(イ

ンド，ニューテーリー〕

ボストン・マラソン~C::初参

加，田中選手優勝.

社会体育指導要領公布.

体協，スポーツ，パッヂテ

ストを完成，実施.

第15回オリンピック(へJレ

シンキ).大学体育協議会

設立される.

朝鮮休戦協定調印.体協，

社会体育審議会を設置.

イタリアでの世界体操選手

権で日本男子団体2位，

第2回アジア競技大会(マニ

ラ).イギリスでの世界卓球

選手権大会男女とも日本優

勝.日本サイクリング協会

創立.

第8回国勢調査により，全人

口892'7，5529人と発表.

第1回全日本体育会議.

文部省体育局スポーツ課

「青少年野外活動の奨励に

ついてJという通達を出す.

第16回オリンピック(メル

ホ、Jレン)

国連総会で日本の加盟決定.

南極予備観測隊，昭和基地

設定. 日本，国連安保非常

任理事国に当選.

第3回アジア競技大会(東京〕

文部省，道徳教育を義務制

とするため施行規則を改正.

文部省に体育局が設置され

る.国民体育デー実施され

る.

文部省より野外活動におけ

る事故防止について通達あ

り.
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項事

YH活動指導者e講習会開かれる.

YH管理者講習会11月28日より 12月2日まで，国立中央青年の家

で，ブラッドレー国際YH連盟会長を講師として招き，聞かれる

35 i附|第l回全国ユース e ラリー兵庫で聞かれる

I 全国競輪施行者協議会からの特別車競輪益金を，これより毎年

贈られる.専用ホステノレでき始める固
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iYHの旅」という天然色映画製作.

沖縄文部協会できる

10月イスラエルでアジアYH会議聞かれる.

12月14日YHの父， リヒアルト@シjレマン死す.

支部協会の組織活動について留意点を記した「組織活動方針」

を発表， i51J(ζ支部規定制定.

11月7日横山i祐吉日本YH協会理事長，教育功労者として文部行

から表彰される.

日米交換ホステリングが行なわれる. 7JHi~1回アメリカ，ホス

テワングを10名で，約 2ヶ月に豆って実施.日本自転車振興会

から2，300万円の補助金を受ける その後も毎年多額の補助を

受け，専用ホステノレ建設に当てる.

1年間l乙日木を訪れた外人ホステラー， 11 ，000余名となる，チ

ュニジアでの国際ユース@ラリーに日本から11名参加.

為替自由化に伴い海外渡航が容易になったため，外国での日本

人宿泊数激増.国際 YH連盟執行委員会を日本・箱根で開く.

全国4地区で歓迎ユース・ラリー.

ベアレント 2名を独，英などのYHI乙派遣，研修視察させる園

4月上旬，マレーシヤで，アジア地区YH会議.

9月，鳥取支部協会でき，すべての都道府県にできた乙とになる

1月28日白枠制YHでco中毒のため8名の犠牲者出る.

40 I 1965 I 海外ホステリング盛んになる.ヨーロツパ班，アメリカ班が出

かける. ヨーロッパ班は118名で，7月5日から8月19日まで8カ国

をまわり，ポーランド，クラコウ市での国際ユース・ラリーに

参加，以後日本 YH協会主催のヨーロッパ・ホステリングはほ

ぼ毎年行なわれる.

アメリカ班は第2回，アメリカ・ホステリンクーとして，兼松保

一団長が26名を引率， 9月3日より10月24日まで実施.

マドリッドの国際 YH連盟総会で日木代表横山結吉は執行委員

に選出される.

延17.411名の外人が日本各地のYHIこ泊る iYHの)氏。ヨーロ

ツパ篇j製作

41 11966 I NHKテレビでYH，ベアレント一家の生活をテーマとしたドラ

| マ「太陽の丘」放送

乙の頃大学YH団体連盟隆盛.

42 i 1967 日本YH協会会長中山正男提案の第1回、青年の船、東南アジア

| を訪れる.
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1959 

一般、休育関係資oTj

伊勢湾台風

文部省より国民体育デーに

ついて通達あり.昭和34年

以降は毎年5月の第3日曜日

に決定.

1i~~17回オリンピック(ロー

マ)安保改定阻止の空前の

請願デモ国会周辺で行なわ

れる.

文部省「スポーツ振興法j

公布，野外活動も奨励.

1960 

1962 ジャカ jレタの第三回アジア大

会，政治的問題で対立化.

堀江謙一，小型ヨットで太

平洋横断.モスクワの世界

バレーボーノレ大会で， 日本

女子チーム全勝優勝.

インドネシア， IOC(ζ正式

I1見辺を通告，ガネフォGAN
E~èO (新興国スポーツ大会1

を提II/_j， 11月同国で開催，

中国なと、42カ国参加.

196.3 

1965 

第18回オリンピック(東京)

東海道新幹線開通.ベトナ

ム危機深まる.38年度国民

所得白書発表. 1人当り139，

248円，実質成長率12.1%.

政府「国民の健康・体力増

強対策について」を悶議決

定.

「期待される人間像Jの中

間草案発表.IL087条約国

会で承認.日韓条約正式調

印.

内閣総理大臣官房公報室，

スポーツに関する世論調査

を行なう.

「体力作り国民会議j発足.

国勢調査で総人口 98.281，

955人(世界第7位)と発表.

12月，第5回アジア競技大会

〔タイ) 1l~12月カンボジ

アで，アジア地区のみに限

った第1回アジア・ガネフォ

関かれる.
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会員数4肌余を記録し，数の上ではドイツを追い越し問ー

I 位となる.

8月第27回国際YH連盟会議及びラリー，ヨーロッパ以外で初め

て，東京において関かれる.

一般、体育関係資料

第四回オリンピック(メキ

シコ)


